
春、自分たちの手で受粉したりんごの木。先生に持ち上げても
らいながら精一杯伸ばす手は、大好きなりんごまであと少し。

りんご収穫体験 11 月 8 日／三沢空港ターミナル
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防
災
訓
練

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
1
年
７

カ
月
。
市
内
で
最
も
大
き
な
被
害

を
受
け
た
三
沢
漁
港
は
、
施
設
の

約
８
割
を
復
旧
。
着
実
に
復
興
へ

の
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

　

一
方
で
、
全
国
的
に
防
災
へ
の

意
識
が
高
ま
る
中
、
三
沢
市
に
お

い
て
も
、自
主
防
災
組
織
が
増
加
。

11
月
時
点
で
、　

婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
を
含
め
て
29
の
組
織
が
結
成
さ

れ
、
資
機
材
を
そ
ろ
え
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
に
訓
練
を
重
ね
て
い
る
。

大
津
波
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

　

震
災
後
、
市
は
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
を
収
集
。
被
災
し
た
人
々

の
経
験
を
併
せ
て
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
検

証
と
新
た
な
試
み
。
10
月
14
日
、

市
は
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

災
害
想
定
は
▽
午
前
９
時
30

分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
の
大
地
震
が
発
生

▽
三
沢
市
は
震
度
６
弱
を
観
測
▽

建
物
倒
壊
、
火
災
発
生
、
電
力
・

水
道
・
通
信
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

甚
大
被
害
▽
太
平
洋
沿
岸
に
大
津

波
警
報
発
表
。
東
日
本
大
震
災
ク

ラ
ス
の
災
害
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
▼
災
害
対
策
本

部
設
置
▼
沿
岸
住
民
に
避
難
指
示

発
令
▼
避
難
情
報
伝
達
、
避
難
誘

導
、
避
難
所
開
設
な
ど
人
命
最
優

先
の
業
務
▼
各
関
係
機
関
へ
の
応

援
要
請
、な
ど
の
訓
練
を
行
っ
た
。

2011（平成 23）年３月 11 日、太平洋沿岸を襲った津波は、自然の猛威を改めて私たちに教えた。

その災害に立ち向かうために必要なのは「人の力」。

防災に「人の力」を合わせれば、その力はもっともっと大きく強くなる。

防災×人の力
特　集

避
難
者
が
運
営
す
る
避
難
所

　

複
数
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る

大
規
模
災
害
で
は
、
市
や
学
校
職

員
自
身
が
被
災
し
て
、
十
分
な
行

政
の
人
員
を
配
置
で
き
な
い
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
避
難

者
し
か
い
な
い
状
況
で
も
、
寒
さ

や
飢
え
か
ら
命
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
避
難
者
に
よ
る
避
難

所
運
営
。
今
回
、
市
の
訓
練
と
し

て
、
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
。

　

訓
練
場
所
は
木
崎
野
小
学
校
。

鳴
り
響
く
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
小

学
校
へ
と
避
難
し
た
周
辺
地
域
の

人
々
は
、
次
々
と
家
族
の
氏
名
や

住
所
な
ど
を
用
紙
に
記
入
し
た
。

周
辺
の
町
内
会
ご
と
に
食
料
班
や

け
合
う

助共
に

避難所開設・運営訓練
　市職員などの行政担当者や避難所とな

る学校の職員など、施設管理者が要所を

導きながらも、避難者自身が役割を決め

て避難所を運営する。

1  町内会長が班長となり班の役割を説明
2  避難した地域の町内会長らが役割分担
3  物資も避難者が力を合わせて運搬する
4  避難者同士で話し合いながら運営

物
資
班
な
ど
、
役
割
を
分
担
。
今

回
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
訓
練
は
物
資
の
運
搬
や
食
料

の
配
布
作
業
の
み
に
留
ま
っ
た

が
、
市
で
は
今
後
も
避
難
者
に
よ

る
避
難
所
運
営
訓
練
を
進
め
て
い

く
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
自

主
防
災
会
や
町
内
会
の
中
で
役
割

分
担
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
近

隣
の
町
内
会
や
市
、
学
校
な
ど
と

の
普
段
か
ら
の
連
携
が
求
め
ら
れ

る
。「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
」

と
待
つ
の
で
は
な
く
、「
自
分
は

何
を
す
る
か
」。
一
人
一
人
が
防

災
意
識
を
高
く
保
つ
こ
と
が
必
要

だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

行政担当者
避難所開設を指揮
市災害対策本部に報告

施設管理者
避難所施設を管理
運営をサポート

総務班 避難者全般を取りまとめ
市災害対策本部に連絡

食料班 避難所の食料を配給
不足物資を要請

物資班 避難所の生活物資を配給
不足物資を要請

救護班 負傷者に対応
災害時要援護者を支援

衛生班
避難所の衛生環境を管理
子どもたちへの対応

連 絡・
広報班

避難者の呼び出し
避難者向け情報を管理・提供

名簿班 名簿を作成
情報を管理・提供

避難者運営管理者

避
難
所
運
営
委
員
会
の
会
長
・
副
会
長

避難所運営委員会

02市役所代表　☎ 53-511103 広報みさわ　2012・12
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海成段丘

開析谷

高館面

太平洋

海岸低地

河川

い
か
に
早
く
逃
げ
る
か
を
考
え
る

　

県
が
発
表
し
た
津
波
浸
水
予
測

で
は
、
地
震
発
生
か
ら
11
～
14
分

後
、
津
波
に
よ
る
海
面
変
動
が
生

じ
、
43
～
50
分
で
第
１
波
が
沿
岸

に
到
達
す
る
。
津
波
が
押
し
寄
せ

る
速
さ
は
、
陸
上
で
も
１
秒
間
に

５
ｍ
以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
瞬

く
間
に
押
し
寄
せ
る
。

　

そ
ん
な
津
波
か
ら
命
を
守
る
最

良
の
手
段
は
、
早
期
の
避
難
。
自

分
の
命
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
地

域
の
人
々
、
特
に
交
通
手
段
を
持

た
な
い
子
ど
も
や
高
齢
者
の
命

を
、
ど
う
守
る
か
。
日
常
か
ら
、

ど
れ
だ
け
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

て
濃
密
に
訓
練
し
て
い
る
か
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
自

主
防
災
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

作
っ
て
い
る
か
が
重
要
と
な
る
。

場
所
の
危
険
性
を
知
る

　

市
内
北
部
沿
岸
に
あ
る
お
お
ぞ

ら
小
学
校
は
、
東
日
本
大
震
災
で

避
難
所
と
な
っ
た
施
設
の
一
つ
。

普
段
か
ら
避
難
訓
練
を
重
ね
る
こ

の
学
校
で
は
、
防
災
へ
の
意
識
が

高
く
、
震
災
前
か
ら
校
内
に
海
抜

の
高
さ
を
張
り
出
し
、
意
識
付
け

を
行
っ
て
き
た
。

　

普
段
か
ら
自
分
の
い
る
場
所
の

高
さ
や
、
危
険
な
箇
所
な
ど
を
知

る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
危
険
度
の
高
さ

を
意
識
す
る
た
め
で
あ
り
、
津
波

が
迫
る
中
で
「
こ
こ
は
○
メ
ー
ト

ル
だ
か
ら
逃
げ
な
く
て
も
い
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

海
抜
表
示
は
目
安
で
あ
り
危
機

意
識
の
啓
蒙
。
自
ら
危
機
意
識
を

持
つ
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

海抜表示板の設置
　10 月 14 日、国道 338 号線付近の民家

周辺 240 カ所に、塩釜から三川目までの

町内会の人々によって、海抜表示板が取

り付けられた。

※これは自分が今いる場所の高さを知り、

　日常から場所の危険性や避難への意識

　を高めるためのもので、津波からの避

　難の目安ではありません。なお、この

　海抜は、前面道路の海抜を表示してい

　ます。

津波浸水予測（参考  青森県海岸津波対策検討会検討結果 )

　青森県が発表した、太平洋沿岸に起こり得る最大クラスの津波

が悪条件の下で発生した場合の浸水予想図。浸水深は、被害予想

ではなく、避難などの防災対策を進めるためのもの。

　三沢市では三沢漁港や沿岸の低地、河川周辺はもとより、国道

338 号線を越えて広範囲に浸水が及ぶことが想定されている。

浸  

水  

深

10m 以上 20m 未満
  5m 以上 10m 未満
  2m 以上   5m 未満
  1m 以上   2m 未満
0.3m 以上   1m 未満
0.3m 未満

　東日本大震災の津波では、岩手県

や宮城県、福島県で多くの消防職員・

団員が住民の避難誘導や広報活動を

行う中で逃げ遅れ、尊い命が失われ

ました。

　このことから、三沢市では、消防

職員・団員であっても、津波から逃

げ遅れることのないよう一定のルー

ルを設定。消防職員・団員も、津波

到達予想時刻の 30 分前には、活動中

であっても地域住民と共に率先避難

することとしました。

　皆さまには、ご理解とご協力をお

願いします。

問い合わせ先

　消防本部管理課（☎ 54-4275）

津波発生時には
消防職員・団員も
避難します

三沢市の地形の特徴
　海

かいせいだんきゅう

成段丘とは、浅い海底や海岸近くの平野だったと

ころが隆起してできた丘。三沢市では、この海成段丘

が発達し、さらに小川原湖や太平洋に流れる川の付近

には侵食によって開
かいせきこく

析谷がいくつもできている。

　東日本大震災による津波は、沿岸部の河川周辺の開

析谷と海岸低地を中心に被害をもたらしている。今後

の津波防災については、特に海岸低地と開析谷が要注

意。また、大きな津波の場合は、海成段丘でも注意が

必要である。
（弘前大学教育学部自然地理学研究室・小岩直人教授による

　　防災講演「三沢市の地形と東北地方太平洋沖地震津波」より）

三
川
目

四
川
目

三
沢
漁
港

三
沢
川高

瀬
川

五
川
目

六
川
目

淋
代塩

釜
織
笠

細
谷

鹿
中

おおぞら小学校避難訓練
　東日本大震災で避難所となったおおぞ

ら小学校だが、国道 338 号線沿いにあり、

今後、津波を伴う災害の避難場所となら

ない。

　同規模の大津波を想定した今回の市防

災訓練では、教職員と保護者が、全校児

童を内陸の一時避難場所である道の駅み

さわ斗南藩記念観光村へ車で輸送する訓

練が行われた。

自 守ら る 命

おおぞら小学校

三川目小学校第三中学校 国道 338 号線

県道天ケ森  三沢線

砂
森

広域農道

参考　鈴木隆介：建設技術者のための地形図読図入門ー第 3 巻、古今書院
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「
人
の
力
」
の
大
切
さ

　
東
日
本
大
震
災
を
、
あ
な
た

は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

大
災
害
は
私
た
ち
に
、
自
然
が

時
と
し
て
「
想
定
外
」
に
猛
威

を
振
る
う
こ
と
を
、
普
段
か
ら

培
わ
れ
た
防
災
意
識
や
訓
練
が

い
か
に
大
切
か
を
、
改
め
て
厳

し
く
教
え
た
。

　
市
は
現
在
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
自

主
防
災
組
織
も
少
し
ず
つ
増
え

続
け
、
訓
練
を
重
ね
て
い
る
。

防
災
の
シ
ス
テ
ム
や
資
機
材
、

組
織
は
着
々
と
充
実
し
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
地
域
の
人
々
の

命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
に
最
も
必
要
な
の
は
、
や
は

り
「
人
の
力
」
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
、
一
人
一
人
の
小
さ
な

力
を
何
倍
に
も
大
き
く
す
る
の

は
、
自
主
防
災
会
や
町
内
会
な

ど
、
地
域
が
作
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
力
だ
。

　
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
、
自
然
の
教
え
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
「
人
の
力
」
の
大

切
さ
。
そ
れ
を
築
き
、
子
ど

も
た
ち
に
も
伝
え
て
い
け
ば
、

き
っ
と
こ
れ
か
ら
の
災
害
に
立

ち
向
か
っ
て
い
け
る
。

【
特
集
】
防
災
×
人
の
力  

完

INTERVIEW

淋代自主防災会での訓練
　地域の防災に対する関心は、（東日本大

震災での）津波からより高くなっています。

以前は 20 人程だった参加者が 50 人に増

加。日頃から役割分担を決めていることで、

回数を重ねるごとに手際もよくなり、作業

時間は大幅に短くなりました。

地域として考えている防災対策
　町内会で家庭用の非常食や非常用備品を

購入して、配布しようかと考えています。

まだ、個人ではなかなか準備できていない

だろうし、配布することで地域の防災意識

を高めることもできると思うのです。

　また、町内会費の中から毎年 10 万円ず

つ自主防災会に助成金を出して、積み立て

これからのことを考え、いろいろと手を打たなければ

浪
なみおか

岡  貞
ていぞう

蔵  さん

淋代町内会　会長

をしています。突然やってくる災害に被害

を受けても、準備が無ければできることも

限られてしまいます。やはり、これからの

ことを考えていかないといけない。町内で

事前に、いろいろな手を打っておかなけれ

ばいけないなと思っています。

　しかし、県が発表した津波の浸水予想を

見て愕
がくぜん

然としました。町内でも「とにかく

逃げなくちゃ駄目だ」と話し合っています。

ただ、避難場所の墓地公園や第二中学校ま

では車で移動しなければなりません。誰か

が取り残されないように事前に決めておく

必要がありますから、避難場所や経路、方

法について、地域はもちろん、市とも話し

合っていかなければならないと思います。

大津自主防災会
　市内各地で設立し、熱心に活動する

自主防災組織。その一つ、大津自主防

災会に 11 月４日、資機材が納入され、

本格的に活動を始める。

1  訓練も兼ね会員の手でテント設営
2  そろった防災用資機材
3  防災用資機材を確認する会員たち
4  避難にも使えるリヤカー
5  防災資機材といえど、家にあるも

　 のと変わらないことを知る会員たち
6  調理室での消火器取り扱い訓練

資
機
材
を
使
う
人
の
力

　

11
月
４
日
、
大
津
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
防
災
資
機
材
が
納
品
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
利
用
し
て
、
大
津
自
主
防
災

会
が
そ
ろ
え
た
も
の
だ
。

　

同
会
は
昨
年
５
月
に
発
足
。
こ

の
４
～
５
年
前
か
ら
大
津
町
内
会

で
は
設
立
を
考
え
て
い
た
が
「
消

防
団
が
あ
る
か
ら
」
と
、
な
か
な

か
地
域
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
。「
い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
地

域
の
人
々
で
協
力
し
て
互
い
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
役
員

ら
は
地
域
の
人
々
の
説
得
を
続

け
、
東
日
本
大
震
災
の
約
２
カ
月

後
に
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

自
主
防
災
会
を
設
立
し
た
も
の

の
、
震
災
の
影
響
で
資
機
材
の
納

品
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
同

会
。「
で
き
る
こ
と
か
ら
」
と
役

員
や
会
員
が
集
ま
る
ご
と
に
防
災

の
心
得
を
学
ん
だ
り
、
役
割
を
分

担
し
て
準
備
を
重
ね
、
こ
の
日
、

資
機
材
が
そ
ろ
い
本
格
的
に
始
動

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
同
会
の
役
員
は
「
資

機
材
の
多
く
は
特
別
で
は
な
く
、

今
ま
で
も
ど
こ
か
の
家
に
は
あ
っ

た
も
の
。
本
当
に
大
事
な
の
は
、

災
害
の
と
き
に
何
を
ど
う
活
用
す

る
か
、考
え
て
実
行
で
き
る
こ
と
」

と
話
す
。
大
事
な
の
は
資
機
材
で

は
な
く
、
人
の
力
。
い
つ
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
災
害
に
「
自
分
た

ち
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
こ
れ
か
ら
一
つ
ず
つ
、
訓
練

を
重
ね
て
い
く
。

　阪神・淡路大震災や東日本大震災などの大

規模災害が発生したときは、市や消防などの

職員がすぐに駆けつけることができない場合

があります。

　そんなとき、特に力を発揮するのは、隣近

所同士がお互いに助け合うという考えのもと

に結成し、訓練を重ねた自主防災組織です。

地域の把握と、個人の特性を生かした役割分

担。その対応の速さと適切さは防災・減災に

重要な役割を果たしています。

自主防災組織の設置の手順
①町内会等で、対象地域や活動内容など、ど

　んな組織にするのかを話し合いましょう。

②組織結成に地域の人々の合意を得ましょう。

③簡単な規約を作りましょう。

④消防本部に自主防災組織設

　立の届出をしましょう。

※設置や活動についてのアド

　バイス、訓練の指導、その

　他のご相談に応じます。

問い合わせ 先　消防本部予防課（☎ 54-4279)

自主防災組織 人機材を使う の力
INTERVIEW 災害の記憶を風化させず、訓練していくことが大事

防災訓練での車を使った児童避難について
　東日本大震災では避難場所になったおお

ぞら小学校も、今後の津波に対して安全な

避難所ではありません。ＰＴＡ役員と考え

に考え、職員による車での輸送体制を整え、

校内でも避難訓練を重ねてきました。その

成果もあり、今回の訓練では、大部分は計

画通りに道の駅へ避難することができたと

考えています。それでも、避難の経路や方

法、避難場所などについて、まだ学校を含

む地域と市との間にギャップはあり、考え

なければならない課題は多いと思います。

災害に強いまちづくりに必要なもの
　やはり、（災害の記憶を）風化させない

で訓練していくことでしょう。被災地から

話を聞き、訓練の大切さを実感しました。

　避難所に指定されている学校は多く、職

員による避難所の運営も訓練すべきです。

今ならば東日本大震災以上の災害を想定し

て訓練しなければ意味がありません。避難

所運営が長期にわたった場合、その学校の

職員だけでは限界があり、他の学校からの

応援も必要です。そして、小学校は少しで

も早く授業再開を目指すべきだと思いま

す。子どもが元気だと、避難所の人も、地

域も明るくなる。被災地でも実際に元気を

もらったという声を聴きました。

　また、震災時は地域の方が物資を学校に

持ち寄ってくださいました。普段から良い

関係を築いていなければそうはいきませ

ん。常日頃から市や学校が地域の人々と連

携していくことが一番大事だと思います。

佐
さ さ き

々木  純
じゅんいち

一  先生

おおぞら小学校　校長
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平成 24 年度の三沢市各会計予算の９月 30 日現在の執行状況、
財産・長期借入金の状況をお知らせします。

公共用水域の汚濁防止と市街
地の浸水・滞水を防止するた
めの事業を行っています。

予　算 16 億 4,556 万円
収入済    2 億 6,380 万円
支出済    6 億 1,401 万円

下　水　道

介護保険制度に基づく、介護
保険料賦課徴収および介護認
定、介護サービス給付などの
事業を行っています。

予　算 30 億 3,806 万円
収入済 14 億 5,442 万円
支出済 13 億     909 万円

介 護 保 険

後期高齢者医療の保険料を青
森県後期高齢者医療広域連合
に納付しています。

予　算   3 億 3,920 万円
収入済   1 億 4,524 万円
支出済   1 億 4,528 万円

後期高齢者医療

市内養豚生産者を中心に、県
内外から出荷された豚をと畜
し、食肉処理を行っています。

予　算 41 億 5,781 万円
収入済   3 億 4,375 万円
支出済   6 億 6,981 万円

食肉処理センター

被保険者の健康維持のために
三沢市が保険者となって療養
費等を給付しています。

予　算 40 億 6,865 万円
収入済 18 億 5,332 万円
支出済 18 億     929 万円

国民健康保険

企業会計

収益的収支
収入予算現額   6 億 6,159 万円
収 入 済 額   3 億 2,044 万円
支出予算現額   6 億    888 万円
支 出 済 額   1 億 8,855 万円

資本的収支
収入予算現額   9 億 6,393 万円
収 入 済 額                        0 円
支出予算現額 14 億 1,166 万円
支 出 済 額   1 億 2,443 万円

水　道 病　院

収益的収入＝経営活動によって発生する収益（水道料金、診療報酬など）
収益的支出＝経営活動を行うための費用（維持管理費、人件費など）
資本的収入＝施設整備を行うための財源（国庫補助金、借入金など）
資本的支出＝施設整備を行うための支出（建設事業費など）

収益的収支
収入予算現額 50 億 1,796 万円
収 入 済 額 25 億 1,053 万円
支出予算現額 54 億 5,312 万円
支 出 済 額 24 億 9,797 万円

資本的収支
収入予算現額   2 億 1,669 万円
収 入 済 額   1 億 2,869 万円
支出予算現額   3 億 2,250 万円
支 出 済 額   1 億    182 万円

　独立採算制を原則とする水道料金
や診療収入で運営する会計です。

※予算現額＝当初予算、補正予算、繰越予算の合計
　　　　　　で、その年度に執行する全ての事業の
　　　　　　もととなる予算の全体額

232 億 9,866 万円
平成 24 年９月 30 日現在の三沢市の人口は 42,180 人、
18,767 世帯です。

皆さんに負担していただく税金は
　　　　　市全体　　　   42 億 150 万円　　　　　　
　　　　　１人あたり           9 万 9,609 円
　　　　　１世帯あたり    22 万 3,877 円となります。
教育や道路整備、福祉の向上などに支出される金額は
　　　　　市全体　　  232 億 9,866 万円
　　　　　１人あたり　　55 万 2,363 円
　　　　　１世帯あたり  124 万 1,470 円となります。

歳入・歳出の予算現額（※）は

です。

一  般 会 計
　三沢市の行政経営のための基
本的経費が計上される会計です。

歳　
　

入

内　　訳 予算現額 収入済額
国 庫 支 出 金 54 億 7,289 万円 18 億 8,351 万円
地 方 交 付 税 51 億 6,647 万円 37 億 1,325 万円
市 税 42 億    150 万円 28 億 2,079 万円
基 地 交 付 金 20 億 7,558 万円 0 円
県 支 出 金 19 億 9,173 万円 4 億 1,227 万円
市 債 16 億 1,390 万円 0 円
そ の 他 27 億 7,659 万円 15 億    493 万円
歳 入 総 額 232 億 9,866 万円 103 億 3,475 万円

歳　入
   地方交付税 22.2％
財政状況に応じて国が一
定の基準で交付するお金

34.4％

71.9％

国庫支出金 23.5％
特定の公共事業に対して国
から交付されるお金

67.1％

市税 18.0％
市民税など皆さんに負
担していただくお金

0％

20.7％

0％

54.2％

収入済収入済

予　算予　算

基地交付金 8.9％
固定資産税の代替的性格を基本
として、米軍資産額等を基に国
から交付されるお金

基地交付金 8.9％
固定資産税の代替的性格を基本
として、米軍資産額等を基に国
から交付されるお金

市債 6.9％
公共事業に対し国や金融機
関などから借りるお金

市債 6.9％
公共事業に対し国や金融機
関などから借りるお金

その他 11.9％
公共施設の使用料、保育
所の入所負担金など

その他 11.9％
公共施設の使用料、保育
所の入所負担金など

県支出金 8.6％
特定の公共事業に対して県
から交付されるお金

県支出金 8.6％
特定の公共事業に対して県
から交付されるお金

歳　
　

出

内　　訳 予算現額 支出済額
民 生 費 57 億 8,938 万円 24 億     166 万円
土 木 費 37 億 2,144 万円 6 億     366 万円
農林水産業費 29 億 9,786 万円 8 億 4,642 万円
総 務 費 25 億 1,039 万円 9 億 2,165 万円
教 育 費 25 億    574 万円 11 億 6,196 万円
公 債 費 20 億 7,181 万円 9 億 4,802 万円
衛 生 費 16 億    841 万円 8 億 3,228 万円
そ の 他 20 億 9,363 万円 11 億 3,384 万円
歳 出 総 額 232 億 9,866 万円 88 億 4,949 万円

41.5％

予　算予　算

支出済支出済

衛生費 6.9％
保健活動やごみ、し尿処理
などに使われるお金

衛生費 6.9％
保健活動やごみ、し尿処理
などに使われるお金

農林水産費 12.9％
農林業や水産業の振興な
どに使われるお金

農林水産費 12.9％
農林業や水産業の振興な
どに使われるお金

民生費 24.8％
市民の福祉向上など
に使われるお金

土木費 16.0％
道路や公園の整備・維持
管理などに使われるお金

16.2％

28.2％36.7％

46.4％

45.8％

51.8％

54.2％

歳　出

その他 9.0%
消防や災害復旧、観光振興など
に使われるお金

公債費 8.9％
市の借入金の元金や利子
の償還に使われるお金

公債費 8.9％
市の借入金の元金や利子
の償還に使われるお金

総務費 10.8％
全般的な事務、徴税、選
挙などに使われるお金

総務費 10.8％
全般的な事務、徴税、選
挙などに使われるお金

教育費 10.7％
教育、文化、スポーツの振
興などに使われるお金

教育費 10.7％
教育、文化、スポーツの振
興などに使われるお金

農村の生活環境の改善を図り、
公共用水域の水質保全のため
汚水や汚泥などを処理する事
業を行っています。

予　算   4 億 9,690 万円
収入済            1,331 万円
支出済   1 億     718 万円

農業集落排水

財政状況をお知らせします

特別会計
　特定の収入で特定の事業
を運営する収支経理を用い
た会計です。
　土地区画整理事業特別会
計は、中央町地区都市再生
土地区画整理事業の精算事
務終了により平成 23 年度
で廃止となりました。

一時借入金の状況
年度内に現金が不足した場合に、一時的に借り入れるお金です。
９月 30 日現在の一時借入金は 0 円です。

市債残高の状況
市債（長期借入金）は、将来に渡って皆さんが利用する道路や公園、
学校などを整備するときに国などから借り入れるお金です。

区　　分 金　　額
一 般 会 計 164 億 4,778 万円
特
別
・
企
業
会
計

下 水 道 117 億 3,342 万円
病 院 56 億 2,222 万円
農 業 集 落 排 水 26 億 2,325 万円
上 水 道 19 億 3,982 万円
食肉処理センター 6 億 4,329 万円
小 計 225 億 6,200 万円

市 債 残 高 合 計 390 億    978 万円

一般会計・特別会計の財産

区　　分 公  有  財  産 有 価 証 券土　地 建　物
一 般 会 計 6,685,766㎡ 221,454㎡ 1 億 2,090 万円
特
別
会
計

食 肉 処 理 セ ン タ ー 80,000㎡ 5,686㎡ ー
農 業 集 落 排 水 6,275㎡ 984㎡ ー
下 水 道 55,090㎡ 5,718㎡ ー

１人あたり

92 万 4,841 円

１世帯あたり

207 万 8,637 円

その他 9.0%
消防や災害復旧、観光振興など
に使われるお金
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平成 23 年度決算の状況をお知らせします
一般会計

歳出性質別内訳
内　　　　訳 金　　額

義 務 的 経 費

人 件 費 36 億 8,128 万円
扶 助 費 36 億 9,351 万円
公 債 費 18 億 1,690 万円

計 91 億 9,169 万円

投 資 的 経 費
普 通 建 設 事 業 費 45 億 3,025 万円
災 害 復 旧 費 7 億       58 万円

計 52 億 3,083 万円

そ の 他

物 件 費 34 億    425 万円
繰 出 金 26 億    447 万円
そ の 他 21 億       51 万円

計 81 億    923 万円
合　　　　計 225 億 3,175 万円

一般会計 ・特別会計の財産

区　　分
公有財産

有価証券
土　地 建　物

一 般 会 計 6,702,755㎡ 221,706㎡ １億 2,090 万円
特
別
会
計

食肉処理センター 80,000㎡ 5,686㎡ ー
農 業 集 落 排 水 6,275㎡ 984㎡ ー
下 水 道 55,090㎡ 5,718㎡ ー

区　　分 収　入 支　出

水 道
収益的 6 億 5,043 万円 5 億 5,960 万円
資本的 10 億    357 万円 12 億 6,435 万円

病 院
収益的 50 億 3,597 万円 62 億 3,929 万円
資本的 10 億 6,827 万円 9 億 3,857 万円

歳入
内　訳 金　　額

地方交付税 61 億    858 万円
国庫支出金 44 億    185 万円
市 税 43 億 8,300 万円
県 支 出 金 24 億 6,633 万円
基地交付金 20 億 7,559 万円
市 債 10 億 8,560 万円
そ の 他 27 億    809 万円

合　計 232 億 2,904 万円

歳出
内　訳 金　　額

民 生 費 59 億 2,260 万円
土 木 費 32 億 1,744 万円
総 務 費 30 億 5,918 万円
教 育 費 23 億 5,376 万円
衛 生 費 19 億 8,104 万円
公 債 費 18 億 1,700 万円
そ の 他 41 億 8,073 万円

合　計 225 億 3,175 万円

　 一 般 会 計 は、 歳 入 が 前 年 度 比
15.1％増、歳出が 15％増となり、
平成 24 年度に繰り越す事業の財源
2 億 4,656 万円を除いた実質収支
は、4 億 5,073 万円の黒字となりま
した。
　黒字額の約半分の 2 億 2,600 万
円は基金（貯金）として積み立て
られ、残りは、平成 24 年度へ一般
財源として繰り越されます。

区　　分 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 45 億 5,418 万円 42 億 2,977 万円
食 肉 処 理 セ ン タ ー 11 億 5,971 万円 11 億    186 万円
土 地 区 画 整 理 1 億 9,204 万円 1 億 9,204 万円
農 業 集 落 排 水 6 億 2,265 万円 6 億 2,185 万円
下 水 道 16 億 8,831 万円 16 億 4,754 万円
介 護 保 険 30 億 7,478 万円 30 億 3,668 万円
後 期 高 齢 者 医 療 3 億 5,038 万円 3 億 3,983 万円

特別会計

内　　　　訳 金　　　額
減 債 基 金 14 億 6,373 万円
財 政 調 整 基 金 15 億 6,022 万円
公 共 施 設 等 整 備 基 金 10 億 2,425 万円
そ の 他 19 億 6,033 万円

合　　　　計 60 億    853 万円

一般会計
内　　　　訳 金　　額

臨 時 財 政 対 策 債 53 億    755 万円
土 木 債 38 億 6,843 万円
教 育 債 19 億 9,517 万円
農 林 水 産 債 14 億 9,626 万円
民 生 債 5 億 1,062 万円
公 営 住 宅 債 5 億 1,349 万円
そ の 他 14 億 3,377 万円

合　　　　計 151 億 2,529 万円

企業会計

市債現在高

特別 ・企業会計
内　　　訳 金　　額

下 水 道 120 億 2,280 万円
病 院 57 億 2,327 万円
農 業 集 落 排 水 26 億 6,271 万円
土 地 区 画 整 理 23 億 1,421 万円
上 水 道 19 億 6,674 万円
食 肉 処 理 セ ン タ ー 6 億 7,806 万円

合　　　　計 253 億 6,779 万円

地方交付税
26.3％

市税
18.9％

その他
11.7％

国庫支出金
18.9％

基地交付金
8.9％

県支出金
10.6％

市債
4.7％

民生費
26.3％

総務費
13.6％

土木費
14.3％

公債費 8.1％

教育費
10.4％

衛生費
8.8％

その他
18.5％

臨時財政対策債
35.1％

土木債
25.6％

教育債
13.2％

農林水産債
9.9％

民生債 3.4％

公営住宅債 3.4％
その他  

9.4％

基金現在高
基金とは、特定の
事 業 を 行 っ た り、
財源が不足した時
に使う市の貯金で
す。

下水道
47.4％

病院
22.5％

農業集落排水 10.5％

土地区画整理
　9.1％

上水道 7.8％

食肉処理センター 2.7％

人件費
16.3％

扶助費
16.4％

公債費
8.1％

義務的経費
40.8％

投資的経費
23.2％

その他
36.0％

普通建設事業費
23.2％

物件費
15.1％

繰出金
11.6％

その他
9.3％

水道を凍結事故から守るために
　気温がマイナス４℃以下になると、水道管や水道メー
ター、蛇口が凍って水が出なくなったり、破裂したりす
る凍結事故が急に多くなります。寒さは水道の大敵！　
低温注意報などが出たときは、特に気を付けましょう。
水道管が破裂したりひび割れしたときは、まず止水栓

（メーターボックス内バルブ）を閉め、水を止めてから市
指定の給水装置工事事業者に修理をお申し込みください。

メーター検針にご協力を
　メーターボックスの周りは、検針しやすいように除雪
をして、物を置かないでください。また、そばに犬をつ
ないだりしないようご協力をお願いします。大雪などで
検針が困難な場合は、前３カ月の使用水量で認定し、検
針可能になった月に料金を調整します。

引越し等の届出はお早目に
　引っ越しや長期不在などで水道の使用を中止するとき
は、早めに届け出をしてください。なお、休日の料金精算、
集金などは行っていませんので、ご協力をお願いします。

給水装置工事は指定工事店へ
　給水装置工事（新設・改造・修繕・撤去）を行う方は「三
沢市指定給水装置工事事業者」に依頼して、市の承認を
受けてから工事を行うようお願いします。

問い合わせ先　水道施設課（内線 337）

三沢市指定給水装置工事事業者
㈲第一水道 ☎ 53-6234 西浦水道建設工業㈱ ☎ 0178-22-5167 ㈱葵工業 ☎ 0178-52-2688
㈲若松工業所 ☎ 53-3827 ㈲三共設備工業 ☎ 56-5307 山樹産業㈱ ☎ 017-777-9333
北日本管工業㈱三沢支店 ☎ 53-2238 ㈲日研設備 ☎ 55-4752 ㈲赤坂推建工業 ☎ 24-2147
㈲田中水道工業所 ☎ 53-5953 ㈱平設備 ☎ 0178-30-1092 ㈲北桜水道建設 ☎ 0178-82-2106
㈲共同設備工業 ☎ 54-4722 ㈲豊水興業 ☎ 0178-44-6954 友住設備工業㈱ ☎ 23-1748
㈲日東設備工業 ☎ 54-2141 久保田設備 ☎ 57-3623 ㈲永島建設 ☎ 53-2767
㈲宮古設備工業 ☎ 57-2477 ㈲吉田設備 ☎ 55-2516 ㈱テクノワーク ☎ 0178-23-5400
東陽工業㈱三沢支店 ☎ 53-3914 ㈱貴富建設工業 ☎ 55-4420 ㈱上坂水道工業 ☎ 23-1205
㈲丸勝工業 ☎ 53-4032 下田水道設備 ☎ 55-3235 ㈲蛯名水道 ☎ 56-2321
㈲西舘設備工業 ☎ 57-4355 ㈲三沢管工事 ☎ 50-7207 ㈲赤坂システム ☎ 0178-27-4255
中水設備工業㈲ ☎ 0178-96-5414 ㈲信和住設 ☎ 0178-46-1626 ㈲松本水道 ☎ 0178-52-2375
㈲小野寺水道設備工業 ☎ 55-4789 ㈱三久工業 ☎ 0178-27-6333 ㈱吉義建設 ☎ 53-2003
アクア設備㈱ ☎ 0178-72-1500 中沢水道設備工業㈱ ☎ 22-3695 ㈲村中水道設備 ☎ 72-2652
三沢水道設備工業 ☎ 54-4835 ㈱三浦設備工業 ☎ 23-5398 ㈲アキラ工業 ☎ 0175-74-3178
㈲中野設備 ☎ 54-2024 ㈲浪岡設備工業所 ☎ 0178-43-3024 川尻商会 ☎ 55-3918
㈲明堂設備工業所 ☎ 0178-34-1188 ㈲栄清工業 ☎ 0178-35-4830 三旺調機㈱ ☎ 0178-27-2911
東北水道設備工業㈱十和田営業所 ☎ 23-1042 ㈲八戸水洗サービス ☎ 0178-43-5155 ㈱オキタ工業三沢支店 ☎ 53-8478
桜田設備工業㈱ ☎ 23-3889 不二興管工業㈱ ☎ 0178-56-3231 ㈲山村電水 ☎ 0175-64-4805
小原設備 ☎ 51-2816 ㈲大栄設備 ☎ 52-5259 中由設備 ☎ 72-2935
十和田水道設備㈱ ☎ 23-0002 東信興業㈱ ☎ 22-5391 ㈱南部システム ☎ 0178-28-8040
新栄建設㈱ ☎ 56-4041 赤平設備工業㈱ ☎ 017-739-5825 カシマ興業 ☎ 017-766-8899

㈲県南設備工業 ☎ 22-6204 ㈲明水冷暖設備工業 ☎ 27-2510 安田システム ☎ 0178-38-9373

㈲米内口建設 ☎ 0178-20-6005 ㈱クラシアン青森 ☎ 017-788-9181 友住技研工業㈱ ☎ 0178-80-7535

水
道
の
冬
仕
度
は

　
　
お
済
み
で
す
か
？

凍結を防ぐには？
▶水道管や蛇口に布切れや毛布、専用の保温材など被

　せ、上から濡れないようにビニールテープを隙間な

　く巻きましょう。

▶濡れないようビニール袋などに入れた布きれなどの

　保温材を、水道メーターボックス内に詰めましょう。

▶水抜き栓や不凍水栓を使用している家庭で、就寝前

　や留守にするときは、忘れずに水抜きをしましょう。
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　10 月 31 日、公会堂小ホールで「第 43 回三沢市功労者・第 40 回三沢市文化
功労賞等表彰式」が行われました。
　まちづくりや産業振興など、地域でのさまざまな活動を通じて市政に貢献され
た方に贈られる「三沢市功労表彰」と、市の文化の振興や発展に寄与された方に
贈られる「三沢市文化功労賞」「三沢市文化奨励賞」は本年度、合わせて 7 人が受賞。
受賞者に表彰状などを手渡した種市市長は、それぞれの分野での長年にわたる多
大な尽力に深く感謝。また、日夜受賞者を支え続けてきた家族の苦労に敬意を表
し、受賞者とその家族のさらなる活躍を祈念しました。

　式典の最後には、受賞者を代表して津田鐘佑
氏が謝辞。「受賞はこの上ない喜び。これまで私
を支えてくださった多くの皆さまに、感謝申し
上げます。今後も三沢市発展のために努力し、
市民の皆さんのご厚情に応えたいと思います」
と感謝と決意の言葉を伝えました。

家屋を取り壊した方は
　　「家屋滅失届」を忘れずに

税務課（内線 166）

　平成 24 年中に家屋を取り壊した方は「家屋滅
失届」を提出してください。滅失届で取り壊し
の手続きをすると、翌年から課税されませんの
で、お早目の提出をお願いします。
　様式は税務課窓口で配布するほか、市ホーム
ページ（「住民向け申請書一覧」→「税金」）か
らも印刷できます。

提出先　税務課資産税係（７番窓口）

※登記をしている家屋は、法務局で滅失登記の
　手続きをしてください。この場合は、市への
　家屋滅失届の提出は不要です。

三
沢
市
功
労
者

三
沢
市
文
化
功
労
賞
等
受
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た

種
た ね い ち

市  金
か ね お

雄  氏（71 歳／字水筒）

地域の伝統民俗芸能、駒踊りと浜三
沢神楽の保存・伝承に尽力。神楽の
市無形民俗文化財指定に中心的役割
を果たす。また、駒踊りを習う青少
年の師匠として健全育成に貢献。

齊
さ い と う

藤  妙
た え こ

子  氏（74 歳／南町）

日本舞踊と新舞踊の垣根を越えて生
徒を育成。また、新舞踊団体のまと
め役として長年活躍し、市の新舞踊
の発展に貢献。市文化協会常任委員
としても地域文化活動の振興に尽力。

第 43 回  三沢市功労表彰受賞者第 40 回  三沢市文化功労賞受賞者

第 40 回  三沢市文化奨励賞受賞者

千
ち ば

葉  サエ子
こ

  氏（64 歳／上久保）

詩吟を通じて地域の文化活動に積極
的に参加。全国優秀吟者吟道大会で
県勢 16 年振りとなる優秀賞を受賞。
三沢市として初の３年連続全国大会
出場の快挙を果たす。

津
つ だ

田  鐘
しょうすけ

佑  氏（83 歳／東岡三沢）

25 年間にわたり町内会長を、さらに
連合町内会会長など要職を務める。
基地問題や社会教育の推進に積極的
に取り組み、地域福祉の向上、住民
自治の振興など、まちづくりに尽力。

門
か ど が み

上  馨
かおる

  氏（75 歳／三川目）

農・漁協の代表理事組合長などを務
め、農業基盤の強化や、東日本大震
災で甚大な被害を受けた漁港施設等
の復旧・復興に多大に尽力。農・漁
業を中心に市産業経済の発展に貢献。

川
か わ む ら

村  和
か ず こ

子  氏（71 歳／春日台）

23 年間、食生活改善推進員として活
動を続け、各要職を務める。地域の
食生活改善のため、さまざまな活動
を継続。功績を認められ、青森県知
事表彰や厚生労働大臣表彰を受賞。

山
や ま も と

本  彌
や い ち

一  氏（69 歳／岡三沢）

26 年間もの永きにわたり市議会議員
として活躍。常任委員会や特別委員
会の委員長を歴任し、副議長にも就
任。地方自治の振興と住民福祉の向
上に尽力し、市政発展に大いに貢献。

◀種市市長から表彰状を手渡される津田氏

エレベーターを利用するときは
　　　　　　　　ご注意ください

管財課（内線 350）

　10 月 22 日に三沢駅のエレベーターで、利用者の
リュックのひもがドアに挟まり、中からドアを開けよう
とした際に緊急停止するという事故が発生しました。
　エレベーターのドアは、ひもが挟まっても安全装置が
作動しないため、緊急停止せず、重大な事故につながり
ます。エレベーターを利用するときは、身に付けている
ものなどがドアに挟まることがないようご注意くださ
い。
　また、エレベーター
を設置されている施設
の所有者の方には、危
険表示を設置するなど、
注意を呼びかけていた
だくようお願いします。

行財政改革大綱の
　　　　　実績をお知らせします

行政経営課（内線 281）

　市では「三沢市行財政改革大綱」とその実施計画を定
め、平成 22 年４月から５年間の計画で行財政改革を推
進しています。そのうち、平成 23 年度の実績がまとま
りましたので、お知らせします。
　全体で 101 件ある実施計画のうち、平成 23 年度ま
での実施分は、終了したものも含めて 93 件です。

主な実施計画（平成 23 年度）
　市民意識調査の実施、市有地の売却　など
実施状況（平成 23 年度まで）
　▷計画どおりまたは計画以上に実施できた　86 件
　▷一部実施できた　　　　　　　　　　　　  6 件
　▷未実施　　　　　　　　　　　　　　　　  １件
効果額　平成 23 年度　 ２億 495 万円
　　　　累計　　　　　３億 6,586.8 万円

農地を、手放したい方から欲しい方へ！
「農地保有合理化事業」をご利用ください

農業委員会事務局（内線 255）

　公益社団法人あおもり農林業支援センターが、経営規模を縮
小する農家から農地を買い（借り）入れ、規模を拡大する農家
に販売（賃貸）するこの事業は、毎年多くの農家が利用し、そ
の良さを実感しています。
　若干の手数料は必要ですが、契約書類の作成は全て支援セン
ターが行い、税制面などでのメリットがあります。農地の売買
または賃借をお考えの際は、ぜひご利用ください。

「農地保有合理化事業」を利用したメリットの一例
▶農地を売る場合、譲渡所得税の 800 万円控除が受けられます。
▶農地を買う場合、不動産取得税が３分の２に軽減されます。
▶農地を今すぐ買うことができない場合は、その農地を５年間
　借り受けて、５年後に支払った賃借料の８割を土地代から差
　し引いて買い受けることができます。
※市農業委員会によるあっせん売買の場合に限ります。
問い合わせ先
　あおもり農林業支援センター（☎ 017--773-3131）
　農業委員会事務局（内線 255・256）

市政の動き
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今
年
も
米
軍
の
計
ら
い
に
よ

り
、
米
空
軍
の
精
鋭
で
組
織
さ

れ
た
「
ト
ッ
プ
ス
・
イ
ン
・
ブ

ル
ー
」
の
演
奏
会
が
先
月
、
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご

覧
に
な
っ
た
方
は
ご
存
知
か
と

思
い
ま
す
が
、
何
と
も
陽
気
な

ス
テ
ー
ジ
で
、
そ
の
迫
力
と
飛

び
切
り
明
る
い
歌
と
踊
り
で
繰

り
広
げ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
は
、
英
語
の
分
か
ら
な
い
私

で
も
大
い
に
楽
し
め
る
大
変
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
三

沢
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
異
国
文
化
に
触
れ
て
み
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
ほ
っ
き
漁
が
解
禁

と
な
り
、「
三
沢
ほ
っ
き
丼
」

が
多
く
の
飲
食
店
で
味
わ
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
丼
物
は
、

日
本
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
で
も

あ
り
、
ど
の
お
店
も
手
間
隙
を

か
け
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
新
た
な
加
盟
店
も
加
わ

り
、「
ト
ッ
プ
ス
・
イ
ン
・
ほ
っ

き
丼
」
と
も
い
え
る
市
内
の
飲

食
店
の
皆
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
凝
ら
し
た
美
味
し
い

ほ
っ
き
丼
を
来
年
の
３
月
ま
で

提
供
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

ほ
っ
き
丼
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
忘
年
会

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
は
大
い
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
な
が
ら
も
、飲
み
過
ぎ
、

食
べ
過
ぎ
、
歌
い
過
ぎ
、
踊
り

過
ぎ
な
ど
、
お
体
に
は
ご
留
意

い
た
だ
き
、
良
い
年
末
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。来
年
も「
ト
ッ

プ
ス
・
イ
ン
・
ミ
サ
ワ
」
で
あ

る
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
三
沢
の

ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

精
鋭
の
皆
さ
ん

日　　時 対 象 地 区 支 給 場 所

12
月
14
日
㈮

  9:00 ～ 10:30 平畑 総合社会福祉センター
  9:15 ～ 10:55 南山、深谷、深南、さつきヶ丘 深谷地区コミュニティ集会施設

日　　時 対 象 地 区 支 給 場 所 10:30 ～ 12:00 緑町、東岡三沢 総合社会福祉センター

12
月
12
日
㈬

  9:00 ～ 11:00 中央町 総合社会福祉センター 11:10 ～ 11:50 泉町、日の出 日の出地区コミュニティ集会施設
  9:15 ～    9:45 駒沢 駒沢地区コミュニティ集会施設 13:00 ～ 14:25 美野原 総合社会福祉センター
10:00 ～ 11:20 本町 3 ～ 4、新町 新町地区コミュニティ集会施設 13:15 ～ 13:55 浜三沢、四川目 浜三沢社会福祉センター
11:00 ～ 12:00 堀口 1 ～ 3 丁目 総合社会福祉センター 14:10 ～ 15:30 堀口 北園堀口地区コミュニティ集会施設
13:00 ～ 15:30 岡三沢 総合社会福祉センター 14:25 ～ 15:45 東町 総合社会福祉センター
13:10 ～ 13:50 薬師町 薬師地区コミュニティ集会施設

12
月
17
日
㈪

  9:00 ～ 11:20 松園町 総合社会福祉センター
14:05 ～ 14:45 千代田町 千代田地区コミュニティ集会施設   9:20 ～ 10:30 六川目 六川目社会福祉センター
15:00 ～ 15:55 栄町 栄町地区コミュニティ集会施設 10:45 ～ 11:10 細谷 細谷地域集会所
15:30 ～ 16:00 木崎野 総合社会福祉センター 13:00 ～ 14:30 大町 総合社会福祉センター

12
月
13
日
㈭

  9:00 ～ 10:30 下久保 1 ～ 3、上久保 総合社会福祉センター 13:20 ～ 14:50 淋代 淋代地区コミュニティ集会施設
  9:15 ～ 10:05 塩釜、砂森 塩釜農民研修所 15:05 ～ 15:50 鹿中 鹿中地域集会所
10:20 ～ 11:00 織笠 織笠地域集会所

12
月
18
日
㈫

  9:10 ～ 10:20
古間木 2 ～ 4、春日台３、
字犬落瀬

古間木地区
高齢者能力活用センター10:30 ～ 12:00 花園町 総合社会福祉センター

11:15 ～ 11:50 新森 新森地区コミュニティ集会施設   9:15 ～ 10:20 三川目 三川目地区コミュニティ集会施設
13:00 ～ 14:30 桜町 総合社会福祉センター

10:30 ～ 12:30
春日台 1 ～ 2、古間木 1、
本町 1 ～ 2

春日台社会福祉センター
13:30 ～ 14:05 谷地頭 谷地頭農民研修所
14:20 ～ 14:40 八幡、富崎、越下 越下地区コミュニティ集会施設 10:35 ～ 11:20 五川目、前平 前平社会福祉センター
14:30 ～ 16:00 幸町 総合社会福祉センター 11:35 ～ 11:50 三沢老人ホーム 三沢老人ホーム
14:55 ～ 15:10 高野沢 高野沢地区コミュニティ集会施設 13:15 ～ 14:50 大津 大津社会福祉センター
15:25 ～ 15:50 根井、朝日 根井地区コミュニティ集会施設 14:00 ～ 15:30 南町、松原町 南町地区コミュニティ集会施設

ご長寿をお祝いします
介護福祉課（内線 382）

　市から 70 歳以上の方に長寿祝金をお渡しします。対
象の方には、はがきで通知しますので、下記日程の日時・
場所に、はがきと受給者本人の印鑑（シャチハタは不可）
を持参してください。本人以外が受け取る場合は、必ず、
はがきの裏面に記入・押印して係員にお渡しください。

予定日に受給できなかった場合
　12 月 19 日（水）～平成 25 年３月 13 日（水）の平
日９時 30 分～ 16 時の間、介護福祉課（総合社会福祉
センター内）で受け取ることができます。
はがきを失くした場合
　再交付の手続きが必要となりますので、身分証など本
人を証明するものを持参してください。

※大変混雑しますので、ご自分が対象となる日時・場所
　を確認の上、お受け取りください。
※規則改正に伴い、長寿祝金の額が昨年度と変わってい
　ますのでご了承ください。

対象者
水色のはがき（１万円支給）
　70 歳の方（昭和 16 年９月 17 日～昭和 17 年９月 16 日生）

　77 歳の方（昭和９年９月 17 日～昭和 10 年９月 16 日生）

　80 歳の方（昭和６年９月 17 日～昭和７年９月 16 日生）

　88 歳の方（大正 12 年９月 17 日～大正 13 年９月 16 日生）

　90 歳の方（大正 10 年９月 17 日～大正 11 年９月 16 日生）

　101 歳の方（明治 44 年９月 16 日以前に生まれた方）

橙色のはがき（３万円支給）
　100 歳の方（明治 44 年９月 17 日～大正元年９月 16 日生）

　※平成 24 年度は規則改正に伴う経過措置の金額となります。

黄色のはがき（５千円支給）
　上記以外の 70 歳以上の方

※いずれも平成 24 年４月１日から支給当日まで、引
　き続き三沢市に住民登録がある方に限ります。

平成 25 年４月１日以降採用
試験職種および受験資格など

試　験　職　種 採用予定人数 受　験　資　格

一 般 事 務
（文化財専門員） １人程度

昭和 48 年４月２日以降に生まれた者で、埋蔵文化財調査士または埋蔵文化財調査士補
の資格を有する者もしくは前記と同等の専門知識および経験を有する者（発掘調査実
務経験４年以上）。

薬 剤 師 ２人程度 昭和 48 年４月２日以降に生まれた者で、薬剤師の免許を有する者。
（平成 25 年４月 30 日までに免許取得見込みの者を含む）

臨 床 工 学 技 士 １人程度 昭和 48 年４月２日以降に生まれた者で、臨床工学技士の免許を有する者。
（平成 25 年４月 30 日までに免許取得見込みの者を含む）

看 護 師 お よ び
助 産 師 ７人程度 昭和 48 年４月２日以降に生まれた者で、看護師または助産師の免許を有する者

（平成 25 年４月 30 日までに免許取得見込みの者を含む）

試 験 日　12 月 22 日（土）
試験内容　論文試験、面接試験
試験会場　市役所会議室、市立三沢病院会議室　他
申込方法　12 月３日（月）から総務課で配布する採用試験受験申込書等に
　　　　　必要事項を記入して、お申し込みください。
　　　　　※書類請求の際は、必ず希望する職種をお知らせください。
　　　　　※申込書は三沢市ホームページからもダウンロードできます。
　　　　　　また、請求と申し込みは郵送でも対応できます。
受付期間　12 月３日（月）～ 13 日（木）　8:15 ～ 17:00（土・日・祝日は除く）

平成 24 年度　三沢市職員採用試験案内
総務課（内線 207・208）

書類請求・申し込み・問い合わせ先

　三沢市役所総務部総務課人事管理係（内線 207・208）　〒 033-8666　三沢市桜町１丁目１-38　

市政の動き
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　市立三沢病院などの総合病院や大規模病院では、入院
や精密検査、専門的な治療も行うため、待ち時間が長く
なってしまう場合があります。
　日常的な診療や健康管理を行ってくれる、身近な診療
所やクリニックなどの「かかりつけ医」を持つと…

①比較的短い待ち時間で診察してもらえる。
②持病や日常の健康管理にもアドバイスしてもらえる。
③日常の健康状態を把握しているので、もしもの時は症
　状に応じて適切な高度医療機関を紹介してもらえる。
④非紹介患者初診料 2,100 円が不要。

などのメリットがあります。
　あなた自身の健康のために

「かかりつけ医」を持ちましょう。

かかりつけ医を持ちましょう
市立三沢病院　医療情報システム課（☎ 53-2161）

除雪作業にご協力ください
土木課（内線 285・286・287・289・540）

　除雪は、冬期間の通勤、通学などの交通を円滑にする
ほか、火災時の消火活動やごみ収集など、皆さんの日常
生活に欠かすことのできない重要な作業です。
　除雪をスムーズに進めるには、地域の皆さんのご協力
が必要です。次の事について、ご協力をお願いします。

１．道路に雪を捨てないでください
　除雪車でよせた雪を道路の中央部に返したり、各家庭
の雪を道路に押し出したりしないでください。

２．路上駐車をしないでください
　１台の路上駐車のため、除雪作業車が除雪路線へ進入
できず、作業ができないことがあります。沿線の方々に
迷惑がかかるので、ご協力をお願いします。

３．出入口の除排雪にご協力を
　除雪作業車により、堆積された雪が玄関先などをふさ
ぐことが多いと思います。申し訳ありませんが、ふさい
だ雪については、各家庭で片づけるようお願いします。

４．樹木の枝払いをしてください
　除雪作業車は、車高が高いため、路上に張り出した樹
木などが作業の障害になります。また、樹木などから雪
が落ちると、通行車両の障害または歩行者にけがを負わ
せる場合もあります。私有地から張り出している樹木な
どの処理に、ご協力をお願いします。

５．路肩にある私有物に目印を
　私道などに私有物を置いている場合があります。除雪
車から確認できないことがありますので、棒などでしっ
かり目印を付けてください。できるだけ路上に物を置か
ない、はみ出さないようお願いします。

６．除雪作業車には近寄らない
　除雪車の作業中は 30m 以内に近寄らないでください。

７．貸家敷地内の除雪は行いません
　除雪作業は、基本的に道路除雪を行います。貸家敷地
内の除雪は行っていません。貸家敷地内の除雪に関して
の問い合わせは、その管理者へお願いします。

※大雪の場合は、幹線道路が優先となります。その他の
　道路については遅れることがあります。

し
て
、
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
持
参
の
う
え
、
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
不
在
者
投
票
可
能
な
指

定
病
院
に
入
所
（
院
）
中
の
場
合

は
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
日
当
日
ま
で
に
20

歳
を
迎
え
、
投
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日
前
に
投
票
し

よ
う
と
す
る
方（
ま
だ
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歳
の
方
）

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

 

郵
便
（
在
宅
）
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
有

権
者
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方
は
、
郵
便
に
よ
り
現
在
滞
在
し

て
い
る
場
所
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
に
該
当
す
る
方

　
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
や
「
戦

傷
病
者
手
帳
」、「
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
」
を
所
持
し
て
い
る
方

で
障
害
の
程
度
お
よ
び
介
護
保
険

法
上
の
要
介
護
状
態
区
分
の
記
載

要
件
が
次
の
ア
、
イ
、
ウ
に
該
当

す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ア
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
に
両
下

　

肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
害
の

　

程
度
が
、１
級
も
し
く
は
２
級
、

　

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

　

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
12

月
４
日
に
公
示
さ
れ
、
12
月
16
日

に
投
票
が
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わ
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ま
す
。
有
権
者

の
皆
さ
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棄
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で
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う
。

 

投
票
で
き
る
要
件

住
所
要
件　

平
成
24
年
９
月
３
日

　
　
　
　
　

以
前
か
ら
引
き
続
き

　
　
　
　
　

三
沢
市
に
住
所
を
有

　
　
　
　
　

す
る
方

年
齢
要
件　

平
成
４
年
12
月
17
日

　
　
　
　
　

以
前
に
出
生
し
た
方

 

投
　
票
　
所

　
「
投
票
所
入
場
券
」
に
各
投
票

所
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
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覧
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投
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前
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さ
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す
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成
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年
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月
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居
前
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所
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投
票

所
と
な
り
ま
す
。

投
票
時
間　

７
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～
20
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投
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所
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券
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、
12
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４
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選
挙
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日
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日
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権
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皆
さ
ん
に
郵
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さ
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ま

す
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投
票
す
る
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入
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券
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参
し
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く
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さ
い
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入

場
券
が
届
か
な
い
な
ど
の
場
合

は
、
入
場
券
が
無
く
て
も
投
票
で

き
ま
す
。

 

投
票
の
方
法

　

３
種
類
の
投
票
を
し
ま
す
。

①
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
（
青

　

森
県
第
２
区
）
の
投
票

②
比
例
代
表
選
出
議
員
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挙
の
投
票

③
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

の
投
票
（
辞
め
さ
せ
た
い
裁
判

　

官
の
名
前
の
上
に
×
を
記
入
）

 

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
用
事
ま
た
は

旅
行
、
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務
、
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等
に
よ
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不

在
に
な
る
方
は
、
事
前
に
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期　

間

衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
　
　

12
月
５
日
㈬
～
15
日
㈯

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
　
　

12
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯

時　

間　

８
時
30
分
～
20
時

　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
）

場　

所　

市
役
所
別
館
２
階

　
　
　
　

図
書
室
（
選
挙
管
理
委

　
　
　
　

員
会
事
務
局
と
な
り
）

 

不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
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び
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前
投

票
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間
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に
、
用
事
ま
た
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務
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張
等
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よ
り
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在

に
な
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方
は
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滞
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地
で
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送
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よ
り
不
在
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票
用
紙
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領
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月
16
日
㈰
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挙
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所
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一
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政
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変
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の
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が
１
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免
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１
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と
し
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い
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方
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、
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特
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す
る
者
に
限
る
。）
に
投
票

に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ア
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
に
、
上

　

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度

　

が
、
１
級
で
あ
る
者
と
し
て
記

　

載
さ
れ
て
い
る
方
。

イ
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
に
、
上
肢

　

ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が

　

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

　

で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て

　

い
る
方
。

郵
便
投
票
の
請
求
期
限

　

郵
便
投
票
の
請
求
は
、
12
月
12

日
ま
で
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
提

示
し
て
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
請
求
手
続
は
、
選
挙
期
日
の

公
示
日
前
で
も
で
き
ま
す
。

※
郵
便
投
票
証
明
書

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行

う
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
発

行
す
る
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、事
前
に
「
身
体
障
害
者
手
帳
」

等
を
提
示
し
、
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
郵
便
投
票
証
明

書
を
お
持
ち
の
方
は「
有
効
期
限
」

切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
交
付
申
請
の
手
続
き
は
代
理
人

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
内
線
３
０
８
・
３
０
９)

活 動 日　週１～２日程度
　 　 　 　　（土・日・祝日を除く）
活 動 時 間　8:30 ～ 16:00 の間で３～４時間程度
活 動 内 容　①各外来受付窓口などへの案内
　 　 　 　　②車いす利用者の移動の介助
　 　 　 　　③入院患者の散歩の同伴　など
募 集 対 象　満 18 歳以上で心身ともに健康な方
応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入の上、
　 　 　 　　郵送または直接ご応募ください。
※病院の負担でボランティア保険に加入します。
※活動の曜日、時間、内容などはご相談ください。

応募・問い合わせ先
　市立三沢病院　管理課（☎ 53-2161）

三沢病院
ボランティアを
募集します

16市役所代表　☎ 53-511117 広報みさわ　2012・12

市政の動き 市政の動き



18市役所代表　☎ 53-511119 広報みさわ　2012・12



◀
作
品
は
会
の
地
元
、
三
沢
小
学
校
で
子
ど
も

　
た
ち
の
学
習
に
活
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す

手作りで「昭和の米作り」伝える
「浜三沢おらほの寺子屋」が作品寄贈 11 月 13 日

　浜三沢地区に住む高齢者を中心に、同地区「ふるさとの家」

で月 1 回の活動を続ける「浜三沢おらほの寺子屋」は、年

間を通して一つのテーマで大型作品を制作。今年度は「昭和

10 年頃の終戦前の米作り」の様子を制作し、完成作品を市

に寄贈しました。

　大きなパネルの中に、パッチワークや刺
ししゅう

繍を駆使して作っ

た 71 体の人形が、小正月や代かき、田植え、稲刈りなど、

米作りの工程とその様子を再現。人形の服や農機具など、細

部に至るまでていねいに手作りされた作品には貴重な歴史や

文化も記されています。制作メンバーは「懐かしみながら思

い出話に花を咲かせ、楽しく作業できた」と話していました。

◀
自
然
と
遊
ぶ
機
会
を
与
え
、
本
人
の
意
志
を

　
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
し
た

触れ合い、楽しむ、自然のまなびや
森のようちえん 10 月 27 日～ 28 日

　「幼児期に自然の中で遊ぶことは、感性や自発性、想像力

などを育み、発育に有効」との考えのもと、世界中で展開さ

れるこの取り組み。県内では初となる開催に、野外での保育

に興味がある親子、幼稚園の先生など 13 人が集まり、自然

の中の『ようちえん』を体験しました。

　親子は足場の悪い道を練り歩いて市民の森を探索。子ども

たちは、自然を肌で感じながら興味や疑問を持ったことを、

大人から教えてもらい、学んでいきます。草木を掻き分け、

森を抜けた先の斜面で遊ぶすべり台。ダンボールの切れ端に

乗って何度も斜面を滑る子どもたちは、「たのしーい！」と

はしゃぎ、自然との触れ合いを生き生きと楽しんでいました。

故郷の料理で日米中の国際交流
中国家庭料理試食会 10 月 28 日

　みさわ国際交流協会は、プライフーズ株式会社第一ブロイ

ラーカンパニー細谷工場に中国から毎年訪れる研修生を中心

に、中国料理を食べながら交流を楽しむ試食会を国際交流教

育センターで開催しました。

　昨年までは餃子を一緒に作ってきましたが、今回は趣向を

変え、19 人の研修生が、故郷である中国・吉林省の家庭料

理を朝から手作り。みさわ国際交流協会の日米の会員と一緒

に、食の文化を楽しみながら昼食をとりました。研修生は

20 ～ 26 歳の女性。日米の協会員が美味しそうに料理をほ

おばる姿をうれしそうに見つめ、質問や感想に、互いの言葉

を駆使して応えていました。

◀
食
事
の
後
は
、
音
楽
や
ゲ
ー
ム
も
楽
し
み
、

　
文
化
や
食
を
通
じ
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た

◀
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
の
長
年
の
功
績

　
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
る
瀬
川
ノ
リ
さ
ん

長年の地域福祉貢献に感謝
三沢市民福祉大会 10 月 24 日

　町内会など地域や行政と連携しながら、誰もが安心して暮

らせるまちづくりに取り組む三沢市社会福祉協議会は、福祉

に対する理解を深めるとともに、市の社会福祉発展に功績の

あった人々に感謝と表彰をするため、法人化 50 周年記念も

兼ねて、第 25 回となる本大会を公会堂で開催しました。

　同協議会の黒田会長は、受賞者へ感謝しながら「時代に合

わせた地域福祉を進める市社協に、ご協力・ご支援をお願い

します」と式辞。その後、名誉大会長である種市市長らから、

民生委員児童委員を 10 年以上務めた方、長年にわたり社会

福祉活動に協力された方、寄附や共同募金に大きく貢献され

た方などに表彰状や記念品が手渡されました。

◀
農
・
漁
業
、
商
業
、
市
民
団
体
な
ど
イ
ベ
ン

　
ト
に
関
わ
る
人
々
が
生
み
出
し
た
笑
顔

地元食材・料理の魅力をＰＲ
地産地消フェア 10 月 28 日

　イカやホタテ、ごぼうに長芋、パイカ肉、バラ焼きと、海

の幸から山の幸まで。漁協や農協、商工会青年部など市内の

さまざまな団体が持ち寄った多くの地元食材・料理が、アメ

リカ広場ほか会場に集結！　漂うあたたかい湯気と美味しそ

うな香りに誘われて、連ねた店先には長蛇の列ができ、訪れ

た多くの人々が舌鼓を打っていました。

　また今回は、三沢商業高校も授業の一環として食材や料理

を販売。約 20 人の生徒がトレードマークの赤い半纏を羽織

り、パイカ丼やイカ、ごぼう茶、ながいもアイスなどを積極

的に来場者へと PR。地元食材の良さや工夫を重ねた料理の

美味しさなどを、市内外から訪れた人々に伝えていました。

愛される施設に響く笑い声
いきいきデイセンター 10 周年記念昼食会 11 月６日

　市総合社会福祉センターに隣接する「いきいきデイセン

ター」では開設 10 周年を記念して、種市市長を昼食に招待。

地元の特産を使って職員がこしらえた料理を利用者と一緒に

味わった種市市長は、食事後、膝を交えて懇談。利用者の日

頃の疑問や考えていることに、一つ一つていねいに応えてい

ました。中には、市長の誕生日や日常生活のようすを尋ねる

利用者も。経験豊富な高齢利用者たちの「口」撃に大きな笑

い声が響く、笑顔いっぱいの昼食会となりました。最後は「こ

のいい施設をいつまでも続けてほしいです」といった利用者

の願いや「健康に気を付けて頑張ってください」といった励

ましの言葉が市長へ伝えられました。

◀
昼
食
会
の
後
で
懇
談
を
楽
し
む
利
用
者
と
種

　
市
市
長

※ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

◀消防士の工作機械を体験す
　る子どもたち

　さまざまな職業に就く地域の人々から、その仕事

の魅力ややりがい、仕事に就くまでに学ばなければ

ならないことを直接聞くこの事業。子どもたちが将来の夢を

実現させるために、早い段階から目的や意識をしっかりともっ

て学習に臨んでほしいと毎

年開催され、子どもたちの

アンケートに応じた職業で

活躍する多くの地域の人々

がボランティアで講師を務

めています。

夢の職業を体験！
　　　先輩からのアドバイス
仕事に学び、人に学ぶ、ゆめ実現推進事業

10 月 23 日

「やりがいが持てる仕事についてほしい」と伝えるカフェ マティエール イケザキの池崎さん（右）▼

できごと

つうしん

　今回は市内小学校に通う 6 年生児童 410 人が参加。

公会堂で弁護士や税理士、看護師、元キャビンアテンダ

ント、消防士など 16 職種・19 人の講師から、希望する

2 つの職種について貴重な授業を受けました。

　その職業の良い点や華やかなイメージに魅力を感じて

いた児童たちですが、講師から職業に就くまでの道のり

や必要な知識・技能、苦労していること、感じているや

りがいなどを聞き、より具体的な職業の中身を知ること

ができたようです。
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５日（水）・19 日（水）
１月９日（水）

13 時～ 16 時

11 日（火）
13 時～ 16 時

25 日（火）
13 時～ 16 時

10 日（月）
10 時～ 15 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

20 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

 

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

ゆ
ず
バ
ス
ボ
ム
を
つ
く
ろ
う
♪

　

12
月
21
日
の
冬
至
に
ち
な
み
、

ゆ
ず
の
香
り
の
バ
ス
ボ
ム
作
り
♪

期　

間　

12
月
１
日
㈯
～
29
日
㈯

　
　
　
　

①
11
時
～
②
14
時
30
分
～

と
こ
ろ　

科
学
実
験
工
房

定　

員　

各
20
人（
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

１
０
０
円（
入
館
料
別
途
）

▼
申
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

 

動
い
て
踊
っ
て
キ
ン
ダ
ー
ジ
ャ
ム

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

ア
メ
リ
カ
人
の
講
師
か
ら
、
親
子

で
英
語
を
学
ぼ
う
！
ク
リ
ス
マ
ス

持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催
！

と　

き　

12
月
15
日
㈯
11
時
～

と
こ
ろ　

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ

対　

象　

親
子
30
組（
２
～
７
歳
）

参
加
料　

５
０
０
円（
子
ど
も
の
み
）

▼
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ミ
サ
ワ
・

ア
ク
セ
ス
・
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
☎
０
８
０
ー
１
６
９
２
ー
９
９
６
０
）

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
　
　
　
　

-

日
本
文
学
シ
ネ
マ-

　

▼
檸れ

も
ん檬
（
主
演
／
佐
藤
隆
太
）

　

▼
グ
ッ
ド
・
バ
イ

　
　
　
（
主
演
／
山
崎
ま
さ
よ
し
）

と　

き　

12
月
８
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

参
加
料　

無
料

 

お
は
な
し
会
お
休
み
の
お
知
ら
せ

　

本
年
は
12
月
20
日
㈭
が
最
後
と

な
り
ま
す
。
再
開
は
１
月
17
日
㈭

か
ら
で
す
。

▼
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 

新
年
互
礼
会
を
開
催
し
ま
す

共
に
新
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う

と　

き　

平
成
25
年
１
月
７
日
㈪

　
　
　
　
　

12
時
～
13
時
30
分
頃

と
こ
ろ　

き
ざ
ん
三
沢

会　

費　

２
０
０
０
円

申
込
締
切　

12
月
13
日
㈭

※
会
費
を
添
え
て
広
報
広
聴
課
へ

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し
込

　

み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問　

広
報
広
聴
課
（
内
３
４
５
）

 

市
民
の
森
ふ
る
さ
と
塾
講
座

 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　

ク
リ
ス
マ
ス
風
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

12
月
18
日
㈫
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

趣
味
の
家

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

８
０
０
円

申
込
締
切　

12
月
13
日
㈭

 

門
松
づ
く
り
体
験

と　

き　

12
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

趣
味
の
家

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

 

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

夕
暮
れ
時
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

　

12
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭
は
、
冬

の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
で

す
。
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時
・

夜
間
に
お
け
る
高
齢
者
の
事
故

や
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大
事
故

が
心
配
さ
れ
る
ほ
か
、
積
雪
や
凍

結
し
た
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問　

生
活
安
全
課　

安
全
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
６
）

 

介
護
ベ
ッ
ド
の
事
故
に
ご
注
意
を

今
す
ぐ
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

旧
規
格
の
介
護
ベ
ッ
ド
で
、
手

す
り
の
隙
間
に
首
を
挟
む
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
使
用
中

の
ベ
ッ
ド
や
手
す
り
が
、
新
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
か
（
シ
ー
ル
な
ど
が
張
ら

れ
て
い
る
か
）ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
場
合
は
、
販
売
事
業
者

ま
た
は
レ
ン
タ
ル
契
約
先
事
業
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問　

生
活
安
全
課　

生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
３
）

 

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

申
請
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

有
資
格
者
は
、
12
月
中
旬
ま
で

に
送
付
す
る
様
式
で
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件

① 
生
年
月
日
が
平
成
５
年
４
月

　

１
日
以
前
の
方

② 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

　

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方

③ 

②
の
方
の
同
居
親
族
ま
た
は

　

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

　

日
以
上
の
耕
作
に
従
事
す
る
方

申
請
期
限　

平
成
25
年
１
月
10
日
㈭

▼
問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
内
線
２
５
５
・
２
５
６
）

ま
た
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
内
線
３
０
８
・
３
０
９
）

 

ぎ
ん
な
ん
寮
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

シ
ク
ラ
メ
ン
、
洋
ラ
ン
な
ど
各

種
鉢
花
や
観
葉
植
物
、ハ
ム
、ソ
ー

セ
ー
ジ
他
を
販
売
し
ま
す
。

 

歳
末
セ
ー
ル

と　

き　

12
月
１
日
㈯
～
27
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
園
芸
商
品
20
％
割
引

 

新
春
セ
ー
ル

と　

き　

平
成
25
年
１
月
４
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　

～
14
日
㈪
㈷

　
　
　
　

９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
４
～
10
日
は
園
芸
商
品
30
％
割
引

▼
問　

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

　
　
　
　
　
（
☎
56
ー
５
１
２
１
）

 

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
の
調
べ

と　

き　

12
月
16
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

ル
リ
オ
・

　
　
　
　

コ
ン
チ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ

曲　

目　

ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
他

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

心
震
わ
す
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色

と　

き　

12
月
16
日
㈰
14
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

出　

演　

三
沢
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会

曲　

目　

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
他

▼
問　

公
会
堂
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）

受
講
料　

７
０
０
０
円

申
込
締
切　

12
月
13
日
㈭

※
昼
食
（
別
途
５
０
０
円
）
を
希

　

望
の
方
は
、
申
込
時
に
ご
注
文

　

く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
作
業
し
や
す
い
服
装

　

で
、
軍
手
、
ペ
ン
チ
、
は
さ
み

　

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
・
パ

ワ
ー
（
☎
57
ー
２
３
２
２
）

 

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

12
月
９
日
㈰
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

７
人
以
下
の
場
合
は
中
止

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

 

初
心
者
水
泳
教
室

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

と　

き　

平
成
25
年
１
月
６
日
、

　
　
　
　

13
日
、
20
日
、
27
日
の

　
　
　
　

日
曜
日　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

屋
内
温
水
プ
ー
ル

対　

象　

18
歳
以
上

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
０
０
０
円

申
込
締
切　

12
月
28
日
㈮
17
時

▼
申
問　

屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
３
８
５
０
）

 

三
沢
地
区
小
・
中
学
校
卓
球
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

平
成
25
年
１
月
13
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

種　

目　

男
女
別
団
体
戦
と
個
人
戦

参
加
料　

団
体
戦　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

個
人
戦　
　

７
０
０
円

申
込
締
切　

12
月
15
日
㈯

※
種
目
・
氏
名
・
学
校
名
・
電
話

　

番
号
を
明
記
の
上
、
郵
送
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

卓
球
協
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
57
ー
０
１
０
９
）

〒
０
３
３
ー
０
０
２
１

　
　

三
沢
市
岡
三
沢
８
ー
64
ー
６

 

脳
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク

受
診
者
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

平
成
25
年
１
月
～
３
月

対　

象　

三
沢
市
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

被
保
険
者
で
、
12
月
１

　
　
　
　

日
現
在
40
歳
以
上
75
歳

　
　
　
　

未
満
の
方

　
　
　
（
国
保
滞
納
世
帯
を
除
く
）

定　

員

　
　

脳
ド
ッ
ク　
　
　

60
人
程
度

　
　

日
帰
り
ド
ッ
ク　

40
人
程
度

受
診
料　

各
１
万
円

申
込
期
間　

12
月
６
日
㈭
～
14
日
㈮

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

▼
申
問　

国
保
年
金
課
４
番
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
８
）

 

三
沢
基
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
考
え
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

基
地
周
辺
に
住
み
、
自
衛
隊
や

防
衛
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
（
若

干
名
）
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

20
歳
代
～
50
歳
代

委
嘱
期
間　

平
成
25
年
４
月
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
３
月

申
込
締
切　

12
月
14
日
㈮
必
着

※
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

　

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
申
問　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

　
　
　
　
　
　
　

渉
外
室
広
報
班

（
☎
53
ー
４
１
２
１
内
線
３
３
１
３
）

〒
０
３
３
ー
８
６
０
４

　
　

三
沢
市
後
久
保
１
２
５
ー
７

 

放
送
大
学
　（
平
成
25
年
度
）

１
学
期
（
４
月
）
入
学
生
を
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。「
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

学
を
卒
業
し
た
い
」「
学
び
楽
し

み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
や
職
業
の
方

が
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広

い
分
野
を
学
ベ
ま
す
。

出
願
締
切　

平
成
25
年
２
月
28
日
㈭

▼
申
問　

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
７
２
ー
38
ー
０
５
０
０
）

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

（
☎
０
１
７
８
ー
70
ー
１
６
６
３
）

▲新 JIS 規格マーク
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講
座 

教
室

講
座 

教
室

講
座 

教
室

・・・

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催 

し

催 

し

催 

し

問い合わせ先　　申し込み先　　開催場所問 場申

募 

集

募 

集

募 

集



　青森県出身、現在キャリアカウンセラーとして活躍中の工
藤倫子さんの講演を聴いて、理想の自分をみつけましょう！
第２部は、ミニワークショップをするほか、工藤さんと一緒
に女子会を開催します！
日 時　平成 25 年１月 13 日（日）10:30 ～ 13:30
場 所　星野リゾート青森屋　晩香炉
対 象　三沢市を囲む近隣市町村で働く、
　　　　　または働きたい 20 ～ 40 歳の女性
定 員　30 人（先着順）
参 加 料　1,000 円（ランチ代）
申込締切　12 月 25 日（火）
※無料託児あります
　（１歳～就学前、先着８人、要事前予約）

★申し込み・問い合わせ先
　青森県男女共同参画センター（☎ 017-732-1085）
　Ｅメール danjokouza@apio.pref.aomori.jp

LECTURE
講演会「工藤倫子さんと一緒に
“ 自分を知る！なりたいワタシをみつける ”」

　三沢市出身の音大生と音大卒業生による
コンサートをご鑑賞ください。
日　時　平成 25 年１月５日（土）15:00 ～
場　所　公会堂　小ホール
入場料　無料
★問い合わせ先　中央公民館（☎ 53-8711）

CONCERT
ニューイヤー・フレッシュコンサート

日 時　平成 25 年１月８日、15 日、22 日、29 日、
　　　　　２月５日の（火）19:00 ～ 20:30（全５回）
場 所　総合体育館
対 象 者　小学生以上（中学生以下は保護者の送迎が必要）
定 員　20 人程度（先着順）
参 加 料　一般 1,000 円、高校生以下 500 円
申込締切　平成 25 年１月４日（金）17:00
※当日は、運動しやすい服装で、タオル、
　室内用シューズをご準備ください。
★申し込み・問い合わせ先　総合体育館（☎ 53-1218）

SPORTS　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

バドミントン教室 ～気軽にできる生涯スポーツ～

市民活動の課題を解決しよう！
第１部　講演「課題解決のヒント～強みを生かし、弱みを補う」
第２部　ワークショップ（課題の洗い出し）
日　時　12 月 15 日（土）13:30 ～ 15:30
場　所　総合社会福祉センター
講　師　ＮＰＯ法人あおもりラジオくらぶ
　　　　　　　　　　　　小笠原  秀樹  氏
定　員　30 人（先着順）
受講料　無料
申込締切　12 月 14 日（金）
★申し込み・問い合わせ先
　広報広聴課（内線 215）　FAX  52-5655
　Ｅメール  koho@city.misawa.lg.jp

LECTURE
市民活動パワーアップ講座

募集戸数　１人世帯用１DK　１戸
場 所　桜町３丁目１番 21 号（図書館付近）
家 賃　月額 12,400 円～

　 　※所得に応じて決定。敷金は家賃の３カ月分。
募集期間　12 月４日（火）～ 17 日（月）※土日祝日除く
入 居 日　２月１日（金）
選考方法　入居資格を審査の上、抽選で決定
入居資格　自立した日常生活が可能な 60 歳以上の単身で、
　　　　　次の①～⑤の全てに該当する方
　　　　　①三沢市民であるか、市内に勤めていること
　　　　　②住宅に困っていること
　　　　　③所得が政令で定められた金額以下であること
　　　　　④税金を滞納していないこと
　　　　　⑤暴力団員でないこと
※緊急通報システムに接続するため固定電話の設置が必要。
★申し込み・問い合わせ先　建築住宅課（内線 260・263）

INVITE
市営桜町団地の入居者を募集します

日 時　12 月 23 日（日）17:00 ～（開場 16:30）
場 所　公会堂　大ホール
曲 目　第１部　吹奏楽ステージ
　　　　　　　　「ニルマル・ヒルダイ
　　　　　　　　　　　　　　～マザーの微笑みに包まれて～」他
　　　　第２部　マーチングステージ「Beat of The Jungle」
　　　　第３部　ポップスステージ
入 場 料　前売り券 400 円　当日券 500 円

★問い合わせ先　県立三沢商業高等学校吹奏楽部（☎ 53-2880）

CONCERT
県立三沢商業高等学校吹奏楽部　定期演奏会

Never Ending Story ～夢～
日 時　12 月 23 日（日）9:00 ～ 12:00
場 所　市民の森老人福祉センター　大広間
定 員　各 10 ～ 15 人程度（先着順）
受 講 料　門松作り　60cm  6,250 円／ 150cm  13,050 円
　　　　　干支作り　色紙小  700 円～／色紙大  1,890 円～
申込締切　12 月 16 日（日）17:00
※門松を作る方は、せん定ばさみをお持ちください。
★申し込み・問い合わせ先
　市民の森老人福祉センター（☎ 59-3388）

LECTURE　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

年末企画  特別講習会（門松作り・和紙で干支飾り作り）

　自己ＰＲの手法や面接マナーを身に着けるセミナーと、各
企業採用担当者との個別面接会を開催します。
日　時　12 月７日（金）
　　　　就職支援セミナー /13:00 ～ 14:00（受付 12:30 ～）
　　　　就職面接会 /14:00 ～ 16:30（受付 13:30 ～ 16:00）
場　所　公会堂（セミナー / 第９集会室、面接会 / 第 10 集会室）
対　象　ハローワークに求職登録をしている 40 ～ 60 歳の方
参加料　無料
★問い合わせ先
　青森県労政・能力開発課　地域雇用対策グループ
　（☎ 017-734-9398）

LECTURE
働き盛り世代就職支援セミナー・就職面接会

　長く住むマイホームには、経年による住宅の傷み、高齢化
や退職、子どもの独立など、家族や生活の状況によってさま
ざまな変化が訪れます。あなたのこれからのハウジングライ
フ（住生活）について考えてみませんか？
　住宅の売買や賃貸、リフォームなど、お気軽にご相談くだ
さい。相談の事前予約も受け付けています。
日　時　12 月 15 日（土）13:00 ～ 17:00
場　所　公会堂　第 10 集会室
参加料　無料
★事前予約・問い合わせ先
　青森県住みかえ支援協議会
　（☎ 017-722-4086）

LECTURE
マイホーム活用相談会

「ビードルツリー」を中心に、色鮮やかにライトアップ！ぜひ
ご家族・お友達と一緒にご来場ください。
オープニングイベント
　日　時　12 月８日（土）11:00 ～ 19:00
　場　所　道の駅みさわ　斗南藩記念観光村
　▷三沢基地レトルトカレー発表会
　▷三沢冬の味覚販売
　　（ほっき貝焼き、カニ汁、
　　ごぼううどん、長芋すいとん、ほっき丼ほか）
　▷サンタと記念撮影▷ゴスペルライブ
　▷イルミネーション点灯式
　▷冬の打ち上げ花火▷大抽選会　ほか
イルミネーション点灯
　日　時　12 月８日（土）～ 25 日（火）16:00 ～ 18:00
★問い合わせ先　三沢市観光協会（☎ 59-2311）

EVENT
となみウィンター・ファンタジー

★  主催・申し込み・問い合わせ先
　  Misawa アートプロジェクト実行委員会
　  misawa.art@gmail.com
　  080-5740-6406
　  ※携帯電話への連絡は 17 時以降にお願いします。
　  共催　三沢市商工会

「イベント大好き！」「楽しくみんなで遊びたい！」など、興味があ
る方は誰でも参加ＯＫ！！　仲間と一緒に、楽しみながらアートで
街を盛り上げていきませんか？

アメリカ広場

スカイプラザ

メインゲート
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◀禁煙サポート薬局
　の目印

　10 月、市内で「医療費
を還付します」と持ちかけ
られた『振り込め詐欺』が
発生しました。
　この事件では、市役所職
員を名乗る男から電話があ
り、ＡＴＭに呼び出され、
電話の指示通りに操作して
被害に遭いました。
　市役所など公的機関が電話でＡＴＭを操作させ
ることは決してありません。
　不審な電話や訪問者があったときは、何を聞か
れても自分の個人情報（銀行の口座番号、携帯電
話番号、被保険者証、家族構成など）は相手に教
えてはいけません。
　困ったときは、一人で悩まずご相談ください。
★相談・問い合わせ先　生活安全課（内線 313）

日　　時 場　　所
12 月 13 日（木）10:00 ～ 16:00 三沢市役所

12 月 29 日（土）10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

スカイプラザミサワ
（三沢基地ゲート前）

  1 月   2 日（水）10:00 ～ 11:45
13:00 ～ 16:00 ビードルプラザ（北側駐車場）

▼
詳
し
く
は
、
八
戸
年
金
事
務
所　
　

『
０
１
７
８
―
43
―
７
３
６
８
』
へ
。

▼
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

も
ご
覧
下
さ
い
。

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は
、

扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
で
も
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ　

ご
自
身
の
「
基
礎
控
除
」
を
受

け
ら
れ
な
い
の
で
、
必
ず
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は
、

例
年
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

次
の
方
へ
、
10
月
下
旬
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

▽
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８

　

万
円
以
上
の
方

▽
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８

　

万
円
以
上
の
方

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
年
金
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
の
額
が

多
く
な
る
な
ど
、
受
給
し
て
い
る

年
金
額
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。
提

出
期
限
ま
で
に
必
ず
、
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

　

場
合
も
、
速
や
か
に
ご
提
出
く

　

だ
さ
い
。
提
出
が
遅
く
な
り
、

　

年
金
か
ら
高
い
所
得
税
が
特
別

　

徴
収
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の

　

後
、
正
し
い
金
額
に
調
整
さ
れ

　

ま
す
。

Ａ

をサポート

問い合わせ…禁煙サポート薬局または
　　　　　　保健相談センター　☎ 57-0707

12 月　保健
休  日  救  急  診  療

12 月　2 日 三沢中央病院 ５７－１１１１

12 月　9 日 得居泌尿器科医院 ５０－１３３３

12 月 16 日 すずき小児科内科クリニック ５２－６５５５

12 月 23 日 柿崎外科医院 ５７－１１５１

12 月 24 日 あいざわクリニック ５８－７３７０

12 月 29 日 まつぞのクリニック ５２－５０５０

12 月 30 日 ひぐちクリニック ５０－１４４１

12 月 31 日 さいとう耳鼻咽喉科クリニック ５０－１４０６

  1 月   1 日 みさわクリニック ５３－３７３９

  1 月   2 日 鳴海外科医院 ５３－３０５６

  1 月   3 日 こおり耳鼻科クリニック ５３－３３８７

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

小林 李圭（ももか）ちゃん／２歳９カ月

～生まれてくる小さな命を守るために～

にご注意を！の
だより

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

妊婦歯科健診 12 月 18 日（火）受付 13:15 ～ 13:30

保健相談

センター

＊母子手帳を持参してください。
両親学級１課

（講話・マタニティピラティスなど）
12 月４日（火）

         13:30 ～ 15:00
（受付 13:15 ～ 13:30）

＊予約制です。母子手帳を持参の上、動きやすい服装でお越しください。
＊マタニティピラティスは主治医に了解を得た上でご参加ください。
４カ月児健康診査 12 月 18 日（火）受付  12:45 ～ 13:15
＊希望する保護者は歯科健診を受けることができます。
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。
６～  ７カ月児健康相談 12 月 18 日（火）受付   9:30 ～ 10:00
９～ 10 カ月児健康相談 12 月 12 日（水）受付   9:30 ～ 10:00
１歳６カ月児健康診査

（平成 23 年４月生まれの幼児） 12 月 13 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 22 年７月生まれの幼児） 12 月 12 日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 21 年５月生まれの幼児） 12 月 19 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

親子ふれあい広場 12 月７日（金）        10:00 ～ 11:00
（受付  9:40 ～ 10:00）

総合体育館　対象　歩くことができる就学前のお子さんとその保護者（お父さんも可）
　内容　親子スキンシップ体操等、親子一緒に楽しく体を動かして遊びます。
　申し込み・問い合わせ先（※なるべく事前にお申し込みください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健相談センター　☎ 57-0707

成
人
老
人

栄養相談 随時受付（予約制）

保健相談

センター

一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 12 月６日（木）
        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 12 月 20 日（木）        10:00 ～ 15:00
＊面接は３日前までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）
女性健康相談 12 月 18 日（火）受付 10:00 ～ 10:30 上十三保健所

（十和田市）
精神保健福祉相談 12 月 12 日（水）受付 13:00 ～ 14:00
＊問い合わせ：上十三保健所　☎ 23-4261

INFORMATION
年末年始の休業・休館日をお知らせします

施　設　名 休　業　期　間 問い合わせ先

市役所 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 53-5111

市立三沢病院 12 月 29 日（土）～１月３日（木）
※急患はいつでも診察します

☎ 53-2161

清掃センター 12 月 29 日（土）～１月２日（水） ☎ 59-3331

公会堂 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 53-8711

図書館 12 月 28 日（金）～１月３日（木） ☎ 53-6040

寺山修司記念館 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 59-3434

歴史民俗資料館 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 59-3670

先人記念館 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 59-3009

県立三沢航空科学館 12 月 30 日（日）～１月１日（火） ☎ 50-7777

総合体育館 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 53-1218

武道館 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 57-0050

アイスアリーナ 12 月 30 日（日）～１月１日（火） ☎ 57-2100

屋内温水プール 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 59-3850

市
民
の
森

温泉浴場
12 月 31 日（月）～１月１日（火）

※ 12 月 29 日・30 日、１月２日・３日
　 の営業時間は 9:30 ～ 17:00

☎ 59-3388

☎ 59-2246 

老人福祉センター

レストハウス

食事処「おおせっか」

やすらぎ荘 12 月 29 日（土）～１月３日（木）

総合社会福祉センター 12 月 29 日（土）～１月３日（木）
※貸館業務は 12 月 28 日（金）～１月４日（金）

☎ 51-8770

国際交流教育センター 12 月 29 日（土）～１月３日（木）
※貸館業務は 12 月 26 日（水）～１月５日（土）

☎ 51-1255

火葬場 １月１日（火）～２日（水） ☎ 54-2216

保健相談センター 12 月 29 日（土）～１月３日（木） ☎ 57-0707

市民活動ネットワーク
センターみさわ

12 月 28 日（金）～１月３日（木） ☎ 52-7083

電気ストーブ火災を防ぐポイント！

▶布団やカーテン、ふすまなどの燃えやすい物の

　そばで、ストーブを使用しない。

▶乾燥させるため、ストーブの上に洗濯物を吊る

　したりしない。

▶スプレー缶などはストーブの近くに置かない。

▶寝る前には、ストーブの電源を必ず切る。

※電気ストーブは、持ち運びにも便利なことから

　比較的手軽に扱えますが、使

　い方を間違えると火災になる

　危険性があります。十分に注

　意しましょう。

電気ストーブ火災に注意しましょう

ワンポイント消防

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置していないご家
庭は早急に設置しましょう。　　　　消防本部予防課

禁煙
　これまで生・不活化ワクチンを問わず４回目
となる追加接種は定期接種の対象外でしたが、
10 月 23 日から定期接種の対象となりました。
追加接種の間隔と回数
　初回接種終了後 12 月～ 18 月を空けて１回接種
★問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

MEDICAL INFORMATION
不活化ポリオワクチンの追加接種が定期接種に

振り込め詐欺
パパになる

あなたの

　妊婦さんと同居している喫煙者の割合が、全国

26.6％に対し、青森県は 59.0％、三沢市 48.2％

と、全国より高い状況です。そこで、青森県では社

団法人青森県薬剤師会と協働し、禁煙サポート薬局

で薬剤師による禁煙支援と、禁煙補助剤を用いた禁

煙支援を始めました。

パートナーの妊娠を機に、ぜひ禁煙しましょう
　ニコチン切れによっておこるイライラ等の離脱症

状を克服するには、ニコチンパッチなどの禁煙補助

剤を使用するのが効果的です。

禁煙補助剤の費用を一部助成します
　通常 8 週間行う禁煙補助剤を用いた禁煙指導の

うち、最初の 2 週間分の費用が無料になります。

　禁煙を考えている方は、お早目に禁煙サポート薬

局にお尋ねください。

※２週間以降に必要な禁煙補助剤の費用は本人負担

※助成件数には限りがありますのでご了承ください

　対　　象　妊婦の夫（入籍に関係なくパートナー

　　　　　　であれば対象）で禁煙したい方

　受付期間　受付中～平成 26 年 3 月 31 日まで

　支援手順　①禁煙サポート薬局の受付で申し込み

　　　　　　　をします。

　　　　　　②禁煙サポート薬局で薬剤師の説明を

　　　　　　　受け、禁煙補助剤を 1 週間分ずつ

　　　　　　　受け取ります。毎日 1 枚ずつパッ

　　　　　　　チを貼り、禁煙のつらい時期を乗り

　　　　　　　越えます。

　　　　　　③支援終了後に送付されるアンケート

　　　　　　　に回答します。

　※申込時に、パートナーが妊娠中であることを確

　　認します。母子手帳を、忘れずに持って行きま

　　しょう。

　三沢市の禁煙サポート薬局
カトウ薬局 ☎ 53-6904 （堀口）

サワカミ薬局中央店 ☎ 50-1231 （中央町）

サワカミ薬局堀口店 ☎ 51-6831 （下久保）

藤井薬局 ☎ 52-3346 （東町）

まえたい薬局 ☎ 27-6531 （前平）

みさわ市民薬局 ☎ 52-7000 （堀口）

三沢薬剤師薬局 ☎ 50-0566 （堀口）

宮野薬局 ☎ 52-4075 （中央町）
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人 口 と 世 帯 数

■人口 42,181 人（＋ 1 人）・男 20,716 人（＋ 13 人）・女 21,465 人（－ 12 人）　■世帯数 18,772 世帯（＋ 5 世帯）

－ 10月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ 12 月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 54 円です。
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「柔道が大好きで懸命な子どもたちのために」
海外派遣や地元教室で、子どもたちに柔道の「心」を伝える

ど
、
今
回
も
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の

中
で
柔
道
を
伝
え
て
き
た
蹴
揚
さ

ん
。
そ
ん
な
中
で
「
こ
れ
か
ら
柔

道
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」

と
感
想
を
話
す
子
ど
も
た
ち
に
喜

び
を
感
じ
、
そ
の
目
の
輝
き
と
一

生
懸
命
学
ぼ
う
と
す
る
姿
に
、
逆

に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
と

い
う
。

　
「
私
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
る
よ
う
な
選
手
を

三
沢
で
育
て
た
い
と
い
う
想
い
が

あ
り
ま
す
」。
蹴
揚
さ
ん
は
今
後
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
さ
ら
な

る
柔
道
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目

指
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経

験
や
人
脈
な
ど
を
生
か
し
て
、
三

沢
、
そ
し
て
青
森
県
の
柔
道
や
ス

ポ
ー
ツ
の
た
め
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
話
し
た
。

　

日
頃
、
柔
道
を
教
え
る
中
で
も

『
心
・
技
・
体
』
の
特
に
『
心
』

を
大
切
に
す
る
蹴
揚
さ
ん
。
技
よ

り
も
ま
ず
心
を
教
わ
る
塾
生
た
ち

は
、
礼
節
を
重
ん
じ
、
気
持
ち
が

強
く
な
り
、
柔
道
が
大
好
き
に
な

る
と
の
こ
と
だ
。

　
「
本
当
に
柔
道
が
大
好
き
で
、

一
生
懸
命
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」。
そ
の
言
葉
に
、
ほ
と
ば
し

る
熱
い
想
い
を
感
じ
た
。

蹴
け あ げ

揚  将
まさゆき

行 さん

　桜町在住。昭和 46 年
生まれ。小学校３年生か
ら柔道を始め、市立第一
中学校を卒業後、東海大
付 属 第 ４ 高 校、 東 海 大
学、実業団へと進み、国
内外の柔道大会で活躍。
５年にわたる全日本強化
選手の経歴を持つ。けが
によって惜しまれつつ現
役を退いた現在は、地元
で「蹴揚塾」を主宰。指
導者として、『心・技・体』
を大切にした柔道を子ど
もたちに伝えている。

　
「
自
分
自
身
が
学
ん
で
き
た
こ

と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
精
一
杯
伝

え
て
き
ま
し
た
」。

　

９
月
1
日
か
ら
18
日
ま
で
、
海

外
に
柔
道
を
伝
え
る
「
柔
道
レ
ク

チ
ャ
ー
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
」
に
参
加
し
た
蹴
揚
将
行
さ
ん

は
、
力
強
く
語
っ
た
。

　

地
元
で
柔
道
教
室
「
蹴
揚
塾
」

を
主
宰
す
る
蹴
揚
さ
ん
。
国
際
交

流
基
金
の
日
本
文
化
紹
介
派
遣
事

業
と
し
て
全
日
本
柔
道
連
盟
が
派

遣
す
る
海
外
巡
回
使
節
団
に
、
同

連
盟
と
講
道
館
の
推
薦
を
受
け
て

こ
れ
ま
で
2
度
参
加
。
今
回
は
、

４
人
で
ア
フ
リ
カ
の
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
と
ボ
ツ
ワ
ナ
を
訪
問
し
た
。

　

出
発
前
に
蹴
揚
さ
ん
が
自
ら
掲

げ
た
目
的
は
、
柔
道
の
普
及
・
発

展
、
柔
道
を
通
じ
た
交
流
の
懸
け

橋
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
柔
道
の

『
心
』
や
柔
道
の
持
つ
教
育
的
価

値
を
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
訪

問
先
で
あ
る
両
国
の
柔
道
連
盟
か

ら
求
め
ら
れ
た
願
い
で
も
あ
っ

た
。

　

治
安
が
良
い
と
は
言
え
な
い
両

国
。
畳
の
あ
る
場
所
も
ま
だ
ほ
と

ん
ど
な
い
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
、

３
０
０
人
の
未
経
験
者
や
５
０
０

人
以
上
の
国
防
軍
兵
士
の
前
な

▶ボツワナの子どもたち
　と蹴揚さん

28


